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Abstract
Minori NOGUCHI, Keiko YONEKURA
（ Department of Early Childhood Education and Care Nishikyusyu University, Junior College  ）
An Attempt To Create a Musical and Organize a Live Performance
─ Looking Back On The Effort Of 10 Years ─
   This article aims to report how our students have attempted to create a musical and organize a 
live performance over the past 10 years as the theme of the graduation research at the expression 
and music course of the early childhood education department at Nishikyushu University Junior 
College.  The report will be presented during our annual event of demostrating the reslut of our 
efforts.
   The article looks into the process of creating the musical piece as well as stage effects of the live 
performance and educational effects based on questionnaire sheets collected from the audience and 
excerpts of the graduation research submitted by students.
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　平成 20 年（第 36 回）～平成 29 年（第 45 回）の演目
を表１に示す。
表 1. 平成 20 年～平成 29 年のミュージカル演目











　平成 27 年（第 43 回）～平成 29 年（第 45 回）の使用
曲目を表２に示す。









































































































































































































などから約 12 ～ 13 曲選出する。合奏として扱う曲や小
編成とするもの、ピアノソロとするものなどに分け、合
奏にするものから編曲し練習する。


















































年度（第 43 回）165 名、平成 28 年度（第 44 回）が 152
－ 44 －



























度が 91 名、平成 28 年 84 名、平成 29 年 96 名で全体で
56.3％であるが、「２～３回」は、平成 27 年 62 名、平
成 28 年 58 名、平成 29 年 56 名、全体で 36.6％。「４回


















































図６． 衣装 ・ メイクに対する評価










平成 29 年度（第 45 回）
・ フィナーレの一体感がすごかった。
・ 動き、歌、踊り、演奏、どれも素晴らしかった。
・ 始めてきましたが、内容に入り込みました。
・ 学生さん全員が一生懸命で、大変感動しました。
・ 今日の経験を保育に活かして、子どもたちに伝えて欲
しい。
・ 随所に工夫が見られて良かった。
・ 衣装の表現が素晴らしい。
・ 無料で鑑賞できて感激です。
６．学生の感想（卒業研究抄録より抜粋）
①　キャストチーム学生
・ 練習中は不安や悩みと葛藤しながらも、より良いス
テージを作り上げられるよう、お互いに指摘し、刺激
しあいながら練習を行い、全員で気持ちを高めあった。
・ 演奏チームとは、一体感が出るよう何度も合同練習を
し、曲のテンポや入り、雰囲気が合うよう調整を行う
ことで、ミュージカル全体がまとまった。また練習を
重ねる中で演技や台詞、歌やダンスにも自信がついた。
・ 本番では舞台が進行する中、観客の感動が伝わり、演
技者の私たち一人一人が大きな感動と達成感を味わう
ことができた。改めて全員で一つのものを作り上げる
ことの素晴らしさを知った。この経験を通して学んだ
表現力や協調性などを保育の現場で役立て、さらに表
現の学びを深めていきたい。
②　演奏チーム学生
・ ミュージカルのステージを華やかに演出するために必
要不可欠な音楽について、この経験を通して深く学ぶ
ことができたと思う。
・ 戦いの場面で使用したベルディ作曲「レクイエム」よ
り「怒りの日」はテンポが速く練習では苦戦したが、
本番では息を合わせ演奏することができた。このシー
ンはストーリー展開上、特に緊張感のあるシーンで、
１曲４分間の中に演技やダンスを効果的に配置して表
現することに成功できたと思う。
７．考　　察
　来場者アンケートの結果からはミュージカル観劇の満
足度の高さが窺える。来場者の中に保護者や卒業生など
関係者が多いことも高評価の要因であると考えられる
が、自由記述には「素晴らしい」「感動した」「レベルが
高い」など賞賛の言葉が多数見られ、現職保育士という
方の「現場でとても役立つ学び・学生さんの財産」とい
う記述も見られた。これは多くの時間を使って練習を重
ね、作品として十分に見応えがあるという評価でもある
だろうが、全身全霊で活き活きと表現する学生の姿に共
感するものでもあるだろう。
　アンケート項目中最も高評価となったのは「動きと演
奏の一致」の 95.8％であった。これは生演奏での上演と
いう本取組みの中で、指導者として最も重要視したもの
で、自由記述の「生演奏も含め素晴らしいチームワーク
で完成度が高かった」や「演奏者が舞台で演じる学生を
じっと見守りながら、演技にピタリと合わせ効果的な演
奏をしていた。素晴らしかった。」に見られるように、我々
指導者から見ても、キャストチームと演奏チームの立場
の違う２チームが１つの作品創作を通して、日を追うご
とにお互いを尊重し合い、高め合う関係を築いているこ
とを感じる。それが舞台で一体感という形になり、観客
に伝わったと考える。
　卒業研究抄録の記述からは、劇中に流れる音楽が、登
場人物の感情やシーンの気分、空気感などを表現し、見
えない背景として観客の心に作用することや、作品全体
の印象に大きく影響することについて、活動を通して実
感していることが判り、本取組みの意図が実現できたと
考える。
８．おわりに
　ミュージカルを生演奏で上演するという取組みは、発
表までの過程を複雑化させ、準備や練習により多くの時
間と労力が必要となったが、学生たちは発表を成功させ
ることを目標に、非常に能動的な姿を見せる。授業の空
き時間や放課後を調整し、これもまた限られた練習場所
について、多方面と連絡調整し教室を確保している。衣
装や大道具・小道具製作、舞台スタッフとの打ち合わせ
など、練習以外の準備においても役割分担により、計画
的に進める姿からはコミュニケーション能力、問題解決
能力の向上が見て取れる。
　生演奏による上演は、以前の「ダンス劇」と比較しよ
りダイナミックなものになったことは確かであり、観客
に高評価を得たことは、10 年間で培った成果と捉えて
よいであろう。学生にとってスキルの向上はもとより、
観客に感動を与えることができたという実感が達成感と
－ 47 －
なり、大きな自信にもなったと感じる。また協働するこ
との意味を知りえたことで、それを活かした保育現場で
の活躍が期待される。
　ミュージカル創作と生演奏上演に取組んで 10 年、実
技発表会の観客を楽しませる演出効果としても教育的効
果としても一定の成果を上げることができた。今後は、
キャストチーム、演奏チームそれぞれの課題について明
確化し、今後の「ミュージカル」に更なる成果を示したい。
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